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 ～３匹のカエルの話～ 

校 長  野田 博之 

 

慌ただしい２学期もようやく後半に入りました。富士中、三大行事である運動会、八丈管内陸上記録

会、合唱コンクールを終えるとともに、２年生は職場体験学習、３年生は修学旅行に取り組みました。行

事が続き、疲れが抜けない人もいましたが、自己有用感を高める経験を積むことができました。事前準

備・学習から始まり、仲間と協力し、生徒たちは自主的に取り組み、素晴らしい成果を上げることができ

ました。生徒たちの学習意欲が高まる学校行事は、改めてその教育効果が高く必要であることを認識しま

した。とはいえ、再び新型コロナ感染者数が急激に上昇する中、ウィズコロナの生活を継続していくほ

ど、生徒たちは今まで経験をしたことがない疲労感にも襲われています。学校でも配慮していきますが、

ご家庭でもお子様との会話の時間を確保し、不安なことがございましたら学校にご相談いただければ幸い

です。 

本日、紹介するのは都内のある地区で教育改革を推進された方の子どもたちへのメッセージです。期末

考査が終わったばかりですがどうでしたか。時間をかけて勉強すれば必ず成果が出るとは限りません。大

切なことは限られた時間の中で「かんがえる」、「まちがえる」、「ふりかえる」作業をやりきることです。 

「かんがえる」 

どんなときでもじっくり考えることが好きです。たとえ、まちがえてしまっても、自分なりの考えをも

つことが好きです。一人で考えることも好きですが、友達とああでもない、こうでもない、と考えながら

新しい考えを探し出すことはもっと好きです！ 

「まちがえる」 

まちがえることが得意です。授業中、自分の思っていることをどんどん発表します。わたしのクラスで

は、まちがえた答えを言うと、みんなでまちがえた理由を話し合ってくれます。だから、どうしてまちが

えたのかがよく分かり、次からまちがわないようになります。先生も教室はまちがえるところだと教えて

くれました。 

「ふりかえる」 

授業や行事の始まる前にめあてや目標を立てます。そして、最後に「できるようになったこと」、「次に

取り組みたいこと」、「次から気を付けたいこと」などを振り返ることが得意です。振り返ると、前の自分

よりも成長していることに気付くし、これから自分がしたいことが分かって、ますます学習が楽しみにな

ります。 

 

お子様たちは学習に取り組む際に、この作業をやりきっているでしょうか。 

ワンランクアップ学習会でもすばらしい学習方法がたくさん発表されていました。 

その中に、このカエルたちがいるかどうか確認していただければと思います。 

３匹とも見つかれば、学んだことはしっかりとお子様たちの頭に残り続けます。 

苦しむことばかりが勉強ではありません。楽をして、楽しく身に付けば、次も 

頑張ってみようという意欲も湧き出てきます。時間を有効に使い、コロナ禍で 

あっても、富士中生としてしっかり成長してほしいです。 

 

 

八丈町立三根学園富士中学校 令和２年１１月２７日 第７号 

◇ 学校教育目標 ◇ 

自ら進んで学ぶ生徒 

人や自然を愛する生徒 

健康でねばり強い生徒 
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１０月３１日（土）に道徳授業地区公開講座が行われました。２校時は各学年で「社会参画、公共の精神」を主題とした

道徳の授業が行われました。１学年は通勤ラッシュの車内での出来事から「時と場合に応じた言動」について、２学年はゲ

ストティーチャーに山下久美子さん（八丈島文化協会）をお招きして「八丈島の地域活動」について、３学年は女子教育や

障害児教育の充実に生涯をかけた女性の話を題材に「人と人は支え合っている」ことについて考え、取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

３校時は、ちょんこめ作業所所長の西尾径子さんによる講演会が行われ 

ました。事前アンケートの生徒からの質問をもとに作業所職員の中村良一 

さん、山下美波さんも交えてのディスカッション形式で、丁寧に説明をし 

ていただき、障がいのある方への理解や実際に接する上で大切なことなど 

について考えを深めることができました。         （担当：福田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１１日（水）～１３日（金）の３日間で、２学年では職場体験を行いました。事前学習では社会人として必要なマナ

ーや敬語、電話のかけ方などを練習したり、実際に体験先の事業所に電話をかけたり、事前訪問を行いました。体験当日は

飲食店や牧場、園芸、販売、医療、美容、教育、公共機関など様々な事業所で仕事を体験させていただきました。普段の生

活では行わない接客や動植物の世話などを体験し、みな生き生きと職場体験を楽しんでいました。この体験を通して、将来

の職業選択について理解を深めることができたと思います。また、事後学習ではパソコンのプレゼンテーションソフトを使

って、体験した内容についてスライド作成を行い、発表活動を行います。（２学年主任 小泉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・障がいのある人に対して、「普通に接して欲しい」「自分がして欲しいと思うこと

を同じようにして欲しい」という話が印象的でした。 

・障がいのある人は、ない人と違う考え方をしていると思っていました。でも障が

いがあるだけで、考え方も違うという考えはおかしいと思うようになりました。 

道徳授業地区公開講座

生徒の感想より一部抜粋 
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１１月１４日（土）、荒川河川敷の特設コースにて東京都中学校駅伝競走大会が行われました。島内予選会が台風で延期

になった関係で例年より練習会が少なくなりましたが、１３人いずれも代表という自覚を持ち、練習会の回を追うごとに力

をつけて当日を迎えることができました。 

今年はコロナ禍のために厳選された都内上位３０校での開催となりましたが、結果は男子が３１校中２８位、女子が３１

校中１７位と大健闘でした。富士中からは男女９名が参加し貢献しました。 

大会参加に当たり皆さんのご協力やご声援が選手たちにとって大変励みになりました。ありがとうございました。 

（保健体育科：氏部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月７日（土）に開催した合唱コンクールでは、練習や本番に新型

コロナの影響による制限が多くある中、学年合唱、有志合唱、吹奏楽部

のそれぞれが精いっぱい自分たちの演奏をすることができました。３年

生は練習を始めた当初から最後の合唱コンクールという意識がとても強

く、自分たちで意見を出し合い、高め合いながら練習を行い、「さすが３

年生」という曲想豊かな合唱を披露しました。２年生は曲責の人たちを

中心に、昨年の経験を生かした練習を進めることができ、１年間の成長

を感じさせる合唱を聴衆に聴かせました。１年生は他学年より人数が少

ない中で、一人一人がしっかりと声を出し人数の少なさを感じさせない

立派な合唱をしました。有志合唱は限られた少ない時間の中で集中して

練習に取り組み、美しい歌声を披露しました。吹奏楽部も少ない人数で

立派に演奏しきりました。 

 今年はいろいろな制限のある中での開催となりましたが、生徒一人一

人がまさに今年のスローガンでもある「百歌繚乱」を見事に体現し富士

中の合唱コンクールの歴史の１ページに確実に刻むことのできた会に

なりました。来年がどのような形での開催になるか現時点ではわかりま

せんが、今回の合唱コンクールでの経験を生かしていってほしいと願っ

ています。 

（音楽科 木下） 

 

東京都中学校駅伝競走大会

合唱コンクールを終えて
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百歌繚乱～刻め歴史の1ページ～合唱コンを終えて実行委員より 

【実行委員長】 

 人前に立つことが出来るようになり、自信がついた。いつもより期間が短かったけど、いい合唱コンだった。そして３

年間で一番いい合唱だった。 

【実行委員】 

 今年限りの合唱コン、最後の合唱コンの仕事でより緊張と不安を感じました。でも、同じ実行委員や友達の支えによっ

て、やりとげられたと思います。仲間の大切さ、協力・支え合いの大切さも改めて実感することができました。今後は、

実行委員などの仕事を多くやってきたので、友達と協力して難しいことも成功させたいです。 

【実行委員】 

 リハーサルなどで何度も確認したため、特に大きな問題はなく、本番も練習通りにいったと思いました。周りを見る力

がとても重要だなと思いました。この実行委員の活動を活かして、これからもチームワークと、周りへの配慮に気をつか

っていきたいです。 

【副実行委員長】 

 自分は初めて副実行委員長になって、最初はとてもとまどったけど、本番で閉会の言葉をしっかりやることができてよ

かったです。実行委員会はとても大変だったけれど、だれもこの仕事をやる人がいなかったらできないので、とても大切

な仕事だなと思いました。 

【実行委員】 

 期限を守ったり、時間を守ったりすることの大切さを知ることができました。一人で行動するのではなく、実行委員の

みんなで動くので誰か一人が時間に間に合わなかったり、提出するものを出さなかったりするとみんなが困るので大切だ

ということを学びました。 

【実行委員】 

 今回は、目立たない方の仕事に、少し逃げてしまったと自分で感じたので、今後新型コロナウイルスがおさまって、も

っと大きなイベントがあったとしても、他の人に投げたりしたりしないで、自分から率先してより大変な方を選びたいと

思いました。 

【副実行委員長】 

 今回の、クラスみんなで作りあげた合唱コンで経験したことを、色々な行事の中で活かしていきたいと思いました。練

習を積み重ねていく中で、クラスみんなの練習中の態度などがだんだんと変わっていくのを見て自分も頑張ろうと思いま

した。みんなで一つの目標に向かって進んでいくところがすごくいいなと思いました。 

【実行委員】 

 自分の役職はめくりプロなので、めくるときに、忘れないように心がけました。吹奏楽部のイスや、譜面台を用意する

ときに、決まった位置にセットしなくてはいけないので、大変でした。けれど、失敗しないで、準備・片付けが出来まし

た。準備では、たくさんモップがけをしました。大変だったけど、床がピカピカになったので、良かったです。 

【実行委員】 

 一つの行事をつくっていく大変さと大切さを学びました。クラスのリーダーとなって合唱コンをささえた、この経験を

活かし、今度こういう事をする場合は、経験を活かしみんなをまとめられるようにがんばりたいです。 

 

 

１２月の主な予定 

 

 
 

 

４日（金）三者面談開始             １７日（木）避難訓練 

７日（月）学校朝礼               １８日（金）学力向上調査（2学年） 

１２日（土）土曜授業（オリバラ・国際理解教育） ２１日（月）生徒会朝礼 

１４日（月）三者面談終了            ２４日（木）大掃除 

１５日（火）委員会               ２５日（金）終業式 


